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博物館における新しい科学教育の可能性を求めて

はじめに

現在の教育について、多くの識者が、不

満を述べたり、改善を要求したり、問題を

指摘したりしています。その多くはもっとも

なものでしょうが、このような議論で一番重

要なことは、不満解消策や改善策、実践的

解決策を示す乙とではないでしょうか。

博物館では、教育も重要な目的となっ

ています。一人一人の学芸員は、それぞ

れの問題意識もって教育をおこなってい

ます。著者はここ数年、教育とその周辺状

況を詳しく検討し、科学教育の問題点を

整迎し、それを解決するための方法論を

考え、実践的実証実験をおこなっていま

す。乙こでは、実践的科学教育のひとつ、

ClllbG巴oについて紹介します。

自然史学と教育

自然史博物館で、おこなわれている科

学は、 自然史学(Natural回story)で、す。ここ

でいう自然史学とは、かつての博物学と

は一線を画したもので、、近年多くの研究

者からその必要性が指摘されているもの

です。従来の博物学が記載を中心とした

学問であるのに対し、自然史学とは記載

だけでなくより総合的で学際的な学問体

系を目指すものです。

今まで、の科学観は、ある事象を追求す

れば原因にたどり着くとLミう信念に基づ

いています(今も多くの研究者はこのよう

な信念のもとに研究を続けています)。要

素還元主義的科学観と呼ばれるもので、

デカルト以来、ニュートンやダーウィン、アイ

ンシュタインなど傑出した科学者もこの手

法で成功を収めてきました。

20世紀にはいって量子力学や生態

学、複雑系、システム工学など多くの分野

で、要素還元主義的科学の行き詰まりが

現れてきました。とれを解消するために、

総合的・学際的学問の必要性が認識され

るに至ったのです。ひとつの目指すべき

方向は、自然をありのままに(地域や実

物、自然現象などの記載)、さまざまな視

点で捕らえ(学際的視点や研究)、より高

次の規則性や原理、法則を見出そう(総

合的視点や研究)というものです。このよ

うな科学観を持った科学を自然史学と呼

んでいます。

自然史学を実践する場として、博物館

は非常に重要な拠点となるはずです。そ

れは、長い実績と経験、そしてなによりも

実物資料の蓄積があるからです。博物館

での自然史学には、純粋学問としての側

面と、博物館の機能として不可欠である

科学教育の実践をすべき宿命がありま

す。多くの実物コンテンツとその背景にあ

る自然史学的ドキュメントが説得力のある

教材となりうるごとは、博物館の今までの

実践と経験で明らかです。自然史学をよ

り汎用性のある学問とするには、教育的

側面も充実すべきです。

専門家養成教育:ClubGeo 

自然史学とその実践的教育をおこなう

ために、学校教育で一番欠けている自然

史学的視点と長期間の教育実践をおこ

なえば良いと考えました。

自然史学的視点とは、前述の自然史

学的科学観に基づく自然や実物の見方

です。学校教育でどんなに児童-生徒と

教師がいい関係が成立しても、担任が変

わったり、卒業したりすると、その師弟関

係は薄れてしまいます。その点、博物館と

その行事参加者との関係は、師弟関係は

薄いかもしれませんが、参加者の興味が

続く限り長期間にわたって、行事や実物、

自然を通じて結ぶことができます。長期

間の教育実践とは、このような関係を長

期間にわたってより充実しようというもの

です。

著者がとった実験的実践方、法は、地学

に興味を持っている児童・学生に、 10年

かかってもいいから、自然史教育を続け

ることです。本人たちの興味が続く限り、

専門家レベルの知識と技術の習得を目

指します。

1999年12月に、4名のクラブ、員と3名の

学芸員でClubG巴o(地学クラブずのカッコ良

くしたもの)を結成しました。ClllbG巴oは、

小学生5年生、中学2年生、大学1年生(現

在休部中、大学の地球科学の道へ進ん

だ)、大学3年生(クラブの番頭さん)とpう
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小出良幸(学芸員)

構成で、す。ClllbGeoはおいおい人数を増

やしてpく予定ですが、少しとの状態で

経験を積み重ねようと考えています。

学芸員とクラブ員の負担のないように、

研究目的の野外調査にクラブ員が同行

します。現場では専門的な野外調査をし

ながら、クラブ員には詳しい説明をおこな

pます。しかし、一番の目的は、野外調査

です。室内作業では、基礎的な技術の習

得として、薄片製作、偏光顕微鏡での写

真撮影、そしてまとめとして本調査に関

するホームページ作成をおこなっていま

す。いい資料、いい薄片、いい写真があ

れば、学会誌に投稿予定の論文に採用

する予定です。そのほかに、観察会や展

示換えの手伝いなど、ボランティアとしての

作業もおとなっています。現在は研究協

力者あるいはボランティアでドすが、将来は

共同研究者になってもらえれば、理想で

す。4月までの約半年で、ClubG巴oは13回

の活動をおこないました。

保護者との支流によって理解を得て、

宿泊調査や他地域の地学クラブとの交

流をおこなうことも可能となってきました。

6月には1泊2日の伊豆半島の火山地質

調査、7月には2泊3日の愛媛県城川町立

地質館の地学クラブ(奥伊予地球探検

隊)の交流と地質調査を予定していま

す。このような活動は始まったばかりで、す

が、今のところ十分な手応えがあります。

さいごに:新しい科学教育を目指して

自然史学は、対象を自然としているた

め、素材が多様で学問領域は多岐にわ

たります。自然史学の充実には、多くの知

性と時間を必要とするでしょう。しかし、そ

の成果は、人類の貴重な知的資産となる

はずです。博物館での自然史学の教育

を充実することによって、次世代の自然

史学研究者がうまれ、彼らは、更なる自然

史学の発展を導くでしよう。
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